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公益社団法人伊勢市観光協会 

令和３年度  事 業 計 画  

最初に今般の新型コロナウイルス流行を受けて、感染予防対策のため各々の立場

で力を尽くされている全ての方々にこころより厚く感謝申し上げます。 

 そして当会会員の皆さんおかれましては公益社団法人伊勢市観光協会の諸事業に

対し変わらぬ深いご理解とご協力を賜っております事、合わせて御礼を申し上げま

す。 

 昨年から猛威を振るっている新型コロナウイルスの世界的流行は未だに衰えを見

せていません。数次にわたる流行の波は人々の消費意欲を著しく衰えさせ、国民生活

や経済活動に暗い陰を落していますが、取り分けわれわれ観光業や飲食業は深刻な

打撃を受けています。ワクチン投与も始まり徐々に秩序は回復されて行くものと思

われますが、感染対策は決して怠る事なく、安心してお客様が伊勢志摩に戻って来ら

れる様努めて行かなければならないと考えています。お客様へのおもてなしの第一

線に立つわれわれは、新型コロナを一方的に恐れるのではく、正しい知見と経験に基

づいてこれに立ち向かって行かなければなりません。予防対策を充分に施した上で、

昨年来中止や延期をされて来た諸行事の再開を図りましょう。46 年ぶりとなる三重

国体も県民一丸となって成功させければなりません。イベントを安心安全に、そして

確実に回して行く事で人々の往来回復の日も早まって行くものと期待します。 

 おもてなし行事部会、青年部、観光祈願祭実行委員会は行政や関係団体ともよく連

携を計り、コロナ時代に沿った事業を考えて行っていただきたい。また近い将来国内

のコロナ流行が一応の収まりを迎えた段階では、まず国内の観光が活況迎えると予

想されるので、それを見据えた発信のあり方を情報発信部会には考えて行って貰い

たい。そして中期政策検討部会には引き続き当会の財政基盤の強化や収益事業の活

性を検討して行って頂きたいと考えています。 

 この厳しい時期にあっても当会の期初会員数は 420 会員を数えています。この事

は取りも直さず、この地域で観光に携わる事業者の皆さんからの伊勢市観光協会へ

の期待の大きさの表れ、と感じずにはいられません。是非一丸となって一緒にこの難

局を乗り越えて行きましょう。 

 本年度も会員各位のより一層のご理解とご協力をお願い申し上げる次第です。 

公益社団法人伊勢市観光協会 

会 長     濱田 典保 
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＜公益目的事業－旅客誘致事業＞

１ 広報宣伝事業（情報発信部会）※括弧内は、事業を中心的に推進していく部署です 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、実際の旅行が難しくなっている現

在、インターネットを介した情報発信の需要が高くなっております。当会としまし

ても、伊勢の知名度をさらに高め、多様化している国内外観光客のニーズに対応で

き、オンタイムの観光情報を提供できるホームページを目指します。また、ＳＮＳ

（Social Networking Service、コミュニティ型の会員制のサービス）を活かしたリアルタ

イム情報の提供を行います。外国語ホームページに関しては多言語翻訳機能を導入

し、日本語ホームページと同内容で各言語の方に情報提供できるようにしていきま

す。

日本観光祈願祭及び観光交流伊勢会議については、コロナ渦における開催につい

て実行委員会内で協議し、より良い事業を目指します。 

観光御師及び観光大使事業においても、参加者の安全を確保しながらの開催を模

索していきます。コロナ渦の影響で延期となっている全国規模の新たなネットワー

ク組織の立ち上げに関しても、新型コロナウイルスの動向を伺いながら札幌市にお

ける組織の立ち上げを進めていきます。 

青年部の観光 PR 事業においては、現地 PR の可能性も残しつつ新しい情報発信の

形態も模索していきます。マスコットキャラクター事業においてはキャラクターを

使用した効果的な情報発信に繋げていきます。 

外国人観光客誘客事業に関しましては、現在の状況を考慮し、現地での誘客 PR

に関しては見送ることとし、インターネット等を介した PR や情報発信をしていき

ます。 

広報宣伝事業におきましては次の事業を行います。 

１．ホームページ等、インターネットを利用した観光情報提供 

（情報発信部会・青年部） 

２．ＳＮＳ等を活用した観光情報提供（情報発信部会・青年部） 

３．観光案内所における観光情報の提供（案内所） 

４．「お伊勢さん観光ガイドの会」によるメディア等取材協力（おもてなし行事部） 

５．行政との観光パンフレットの共同作成及び配布事業（情報発信部会） 

６．観光物産展等の物品販売事業と連動したＰＲ誘客活動（青年部） 

７．マスメディアへの資料提供、取材協力、並びに宣伝活動（事務局） 

８．観光大使及び御師と連携し、口コミ等による全国発信の強化（情報発信部会） 

９．ナイトタイムエコノミー推進事業（青年部） 

１０．第 54 回日本観光祈願祭の開催（観光交流伊勢会議実行委員会） 

１１．第 16 回観光交流伊勢会議の開催（観光交流伊勢会議実行委員会） 

１２．マスコットキャラクター事業（青年部） 

１３．外国人観光客への PR 事業（情報発信部会） 

１４．オンラインツアーや講座等を利用した情報発信（情報発信部会） 

１５．その他広報宣伝事業 
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２ 観光客の誘致接遇事業（情報発信部会、おもてなし行事部、青年部）

伊勢市、伊勢商工会議所、伊勢まちづくり会社など各関係団体と協働体制をとり、

旅客誘致やおもてなし事業を企画推進していきます。 

観光案内所の運営については引き続き「ウィズコロナ」体制をとり、安心安全を

第一に来訪者のニーズに細やかに対応できる案内所を目指し、更なる改善をしてい

きます。レンタサイクル事業に関しては、シティサイクル、電動アシスト自転車及

び E-バイクの運用を行い、更なる利用促進を図ります。ボランティアガイド事業

に関しては、ガイドの会との協議を進めガイド活動の円滑化を目指します。 

外国人誘客（インバウンド）事業では、インバウンド委員会を中心に海外からの

誘客を考えていきます。 

手荷物事業では、全体的な利用促進を図ると共に事業の検証と改善を行います。 

観光客の誘致接遇事業におきましては次の事業を行います。 

１．レンタサイクル事業（青年部） 

２．観光案内所の運営（案内所） 

３．「お伊勢さん観光ガイドの会」事業（ガイドの会、おもてなし行事部） 

４．各種大会等の誘致接遇（おもてなし行事部） 

５．歓迎塔、歓迎看板等の設置（事務局） 

６．伝統芸能振興協力（事務局） 

７．外国人観光客誘致事業（情報発信部会、インバウンド委員会） 

８．行政並び関係機関との次期御遷宮へ向けた協働事業（全体事業） 

９．伊勢市駅、宇治山田駅、外宮前観光案内所における手荷物事業 

（中期政策検討部会） 

１０．新型コロナウイルスの対策事業 

１１．その他誘致接遇事業 

３ 企画調査と組織事業（情報発信部会、おもてなし行事部、青年部、中期政策検討部会）

国・県・市の各関係機関から観光情報を取り入れ、観光に関する動向の調査・

研究を行い、地域における観光誘致事業のあり方を考察し、特色ある観光地づく

りの研究と様々な実験事業の試行、協力を行います。青年部のナイトタイムエコ

ノミー推進事業においては、観光客の夜間消費を喚起する情報ページなどの作成

を視野に入れながら調査と企画を進めます。

以上の目的を達成するために次の事業を行います。 

１．新しい観光地づくりの調査・研究 （青年部、情報発信部会、中期政策検討部会） 

２．観光大使及び観光御師制度の充実の為の企画調査（情報発信部会） 

３．先進観光地の研究、視察 

（青年部、おもてなし行事部、情報発信部会、中期政策検討部会） 

４．外宮周辺の活性化対策への協力（青年部、おもてなし行事部） 
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５．ナイトタイムエコノミー推進事業（青年部）  

６．青年部活動と協働（青年部、親会）

７．観光振興研修事業（おもてなし行事部） 

８．その他 

４ 観光施策及び共催事業（おもてなし行事部、青年部）

伊勢市の伝統、文化を守り継承していく行事を支援し、伊勢を訪れる観光客に伊

勢の魅力を伝え、再来訪や情報発信に繋げます。併せて観光事業を通じて関係各団

体と連携を図り観光振興、発展に努めます。 

以上の目的を達成するために次の事業を行います。 

１．伊勢神宮奉納全国花火大会（おもてなし行事部） 

２．二見浦海水浴場浜開き式 （おもてなし行事部） 

３．神宮観月会に併せた観月茶会の開催（おもてなし行事部） 

４．初穂曳への協力（おもてなし行事部） 

５．冬至の奉納（おもてなし行事部）  

６．越年行事 伊勢神宮奉納餅つきと年越餅の贈呈（おもてなし行事部） 

７．伊勢楽市（春・秋）開催協力（青年部）  

８．御幣鯛奉祝事業（おもてなし行事部） 

９．行政との観光ＰＲ企画事業（情報発信部会、青年部） 

１０．伊勢まつりへの協力（おもてなし行事部） 

１１．その他各種団体行事への協力（おもてなし行事部） 

５ 関連団体への協力及び事業の推進

関連団体の中枢会員として、観光振興に関わる事業への協力並びに諸施策の推進

を図ります。引き続き、伊勢志摩地域の関係団体等との連携を図り、広域的な観光

を目指す方向で検討していきます。本年度は、初穂引きが第５０回目の節目に当た

り記念事業を予定しており、これに参画と協力をしていきます。 

以下の事業団体へ協力及び事業推進を図ります。 

１．伊勢商工会議所 

  ・中心市街地活性化協議会 

  ・伊勢音頭発展会 

  ・伊勢うどん協議会 

  ・夜の賑わい創出実行委員会 

２．（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構 

  ・伊勢志摩学生団体誘致委員会 

  ・伊勢志摩観光企画委員会 

  ・伊勢志摩フィルムコミッション 

  ・伊勢志摩インバウンド担当者会議 
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３．（一財）伊勢志摩国立公園協会 

４．（公社）三重県観光連盟 

５．伊勢市国際交流協会 

６．（公社）日本観光振興協会 

７．第５０回初穂曳記念事業委員会、実行委員会（仮） 

８．伊勢まちづくり株式会社 

９. 伊勢青年団体連絡協議会 

１０．おもてなしヘルパー推進会議 

１１．伊勢地域観光交通対策協議会 

１２．いせでわ DMO（山形県主導事業） 

１３．三重県観光・地域活性化協議会（REVIC） 

１４．その他団体との協力、連携 

６ 協賛または後援行事

伊勢市内で開催される各種行事の観光誘致事業については賛同し、協賛及び後援

をしていきます。 

次の各種行事に協賛または後援をしていきます。 

１．猿田彦神社御田祭及び七五三祭 

２．倭姫宮例大祭(春・秋) 

３．伊勢高柳の夜店  

４．二見大祭しめなわ曳 

５．外宮奉納市 

６．外宮さんゆかたで千人お参り 

７．伊勢神宮奉納選抜社会人野球伊勢大会 

８．都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会 

９．伊勢まつり 

１０．おひなさまめぐり iｎ二見 

１１．全日本大学駅伝対校選手権大会 

１２．伊勢神宮奉納全日本学生弓道王座決定戦 

１３．伊勢神宮奉納書道展 

１４．お伊勢さんマラソン大会 

１５．松尾観音寺初午大祭 

１６．神宮奉納大相撲 

１７．金剛證寺開山忌 

１８．その他 協会が認める観光事業 

７ 市受託（入札）事業（おもてなし行事部、中期政策検討部会） 

伊勢市から下記３事業を受託し事業を行う予定です。 
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１．観光案内所 

伊勢市駅構内・宇治山田駅構内・外宮前・二見浦・宇治浦田の運営を通し国内

外から訪れ観光客に必要な情報提供や、おもてなしを行います。各種誘客キャン

ペーン事業にも協力を行い伊勢志摩全体への周遊拠点の役割担います。 

２．二見浦海水浴場の運営（おもてなし行事部） 

 日本初の公認海水浴場の管理運営を行います。イベント等の開催も企画を検討

し、年間を通した二見浦海水浴場の利活用を進めます。 

３．伊勢市ふるさと応援寄附金 PR および発送業務（中期政策検討部会） 

 伊勢市ふるさと応援寄附金寄付者への返礼品発送業務等の受託を目指します。 

また、返礼品の充実や PR 業務も行います。 

＜収益事業＞（中期政策検討部会、青年部） 

公益目的事業遂行の為の資金調達及び誘客の為の情報発信を目的として下記の

事業を行います 

１ 賃貸事業

伊勢市駅前ビルの賃貸事業に加え、風餐亭１Ｆ研修室を使った賃貸事業を推進し

ます。 

２ 物品販売事業（青年部、中期政策検討部会） 

EC サイトを使った情報発信と収益事業。インターネット通販（EC サイト）の拡充

と各地イベントなどへの出店をしていきます。伊勢市ふるさと応援寄附金について

は、行政と協働し情報発信や広報の充実や返礼品の商品開拓を図ります。 

３ 会員互助事業（情報発信部会、中期政策検討部会、青年部） 

 会報誌「ええじゃないか伊勢」の発行、青年部ホームページだけでなく会員向け

情報をホームページから取得できるようにしていきます。それと同時に会員互助

事業についても事業企画等を行っていきます。 

＜本部事業＞ 

１ 中期政策検討部会 

協会の運営や事業、その方向性などについて検討し、理事会へ提言していきます。

本年度は事業等の統廃合などの見直しを進め、コスト削減や運営の効率化を図り

ます。さらに先進地への研修なども視野にいれ健全な協会運営に役立てます。 

２ その他 

  今年度は、特例措置として会費の減額を行い新型コロナウイルスにより疲弊し

てきている会員の負担を軽減します。 

  外宮前案内所建屋に関しては、経年劣化による漏水対策の修繕を行います。 


